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工
事
の
安
全
を
祈
っ
て
く
わ
入
れ
を
す
る
二
宮
町
長

@彊盟軍軍置盟理!iIン体畜セ
持品4

7:J 
長
一
長
浜
中
学
校
横
の
町
民
運
動
場
の
一
角

主
一
一
に
、
雇
用
促
進
事
業
団
と
長
浜
町
が
共
同

一
で
長
浜
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す

一
て
る
こ
と
に
な
り
、
十
月
四
日
に
起
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
中
小
企
業
の
労
働
者
の
た
め

の
体
育
施
設
を
充
実
し
、
勤
労
者
の
雇
用

の
安
定
を
図
る
た
め
に
建
て
る
も
の
で
す
。

式
は
神
事
を
中
心
に
、
住
吉
神
社
の
武

智
神
主
に
よ
っ
て
祝
詞
(
の
り
と
)
が
さ

さ
げ
ら
れ
た
あ
と
、
二
宮
町
長
や
工
事
を

行
う
中
同
組
社
長
が
く
わ
入
れ
を
し
て
工

事
の
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

体
育
セ
ン
タ
ー
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

平
屋
建
て
で
、
建
物
面
積
は
一

O
二
二
・
四

九
平
方
日
、
体
育
室
、
管
理
室
、
用
具
室
、

更
衣
室
、
談
話
室
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
で
き
る
の
は
、
バ
レ
l
、
パ
ト
ミ

ン
ト
ン
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
な
ど
の

種
目
で
す
。
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昭和57年度財政公表

期政公表

簡 所

財政状調の公表
長浜町の財政事情の作成および公表に

関する条例により昭和57年度の財政を
公表します。

昭和田年10月

長浜町長二宮重憲

歳 入 (はいったお金)

4，803万円E
(1.3%) ~i 
3，295万円開
(0.8%)目
5.311万円自
(1.3%)附
6，420万円
(1.6%) fll 
6.733万円6
(1. 7%) ~ 
7，605万円
(1. 9%) [1 

l億4，042万円t
(3.6%自

4億1，476万円 (10.5%)

歳入合計

39t意6，002万円
(100司。%)

その他

分担金・負担金

地方議与税

繰越金

財産収入

使用料・手数料

諸収入

県支出金

4億2，744万円 (10.8%) I町 税

4億8，340万円 (12掛|町 債

7億1.4町円 (18.0%)|国庫支出金

1嶋，8旧円価税)I地方交付税
6億 5億 4億 3i意 2億 I億

町税のうちわけ

特別土地保有税
~ 285万戸](0.7%)

木材引取税
8万円(0.0%)

同I

総額

民

リ兄
干
↓

A
T
I

歳 出 (使ったお金)

労働費

商工費 2，6457万%円) 
議出合計

38t意7，439万円
議会費 -6，4317万%円) 

(100園0%)
消防費 ill8，996万3%円) 

(2. 

災害復旧費 1f意5，7(0410万%円) 

衛生費 3億1，677万(8円.2%) 

公債費 4億1，109万円(10.6%)

総務費 4億2，002万円 (10.8%)

教育費 4i意4，483万円 (11.5%) 

土木費 引き1，084万円 (15.8%)

民生費 6億3，295万円 (16.3%)

農林水産業費 7億0，006万円 (18.1%)

1億 2{;意 H章、 H意 5 {，意 6 {，意

性質別歳出のうちわけ

普通建設

事業費

総額
14億0，733万円

(36.3%) 
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昭和57年度財政公表

予算額 75，799万円

収入済額 76，047万円

支出済額 73，320万円

差 ヲ| 2，727万円

円

円

円

円

所

万

万

万

万

藤

m
m
m
m

諺

引

上

じ

じ

嘗

ム

島ヨ一

γ
目

ハ

百
μ

r

目、

I
l
l

両

陛

実

口

安

民

生

ロ

ヨ

H
J

』

飼

町

苧

文

同

文

円

持

算

一

川

出

脚

予

収

支

差
輪種

予算額

収入済額

支出済額

差引

960万円

926万円

926万円

。万円

住宅新築資金等貸付事業

ハ 予算額 5，195万円
_ ¥Mt1 収入済額 5，116万円

|層面肝「支出済額 5，116万円

」五叫盟主L差 ヲI 0万円

鮪易水道事業

円
予算額 6，161万円

収入済額 6，098万円

支出済額 6，098万円

差 ヲ| 。万円

老人保健

額

額

額

引

E
済

済

主

人

出

J
F
J

収

支

差

二
hb
一弔
1
ゲ

!

一
ぷト

A治
相

5，148万円

5，162万円

4，753万円

409万円

3運L

~ 
水道事業会討

区分 科 目 金 客員

営業収益 5，381万円

~;Z 営業外収益 1，302万円

益 計 6，683万円

的 営業費用 5，396万円

収 営業外費用 1，276万円

支 計 6，672万円

純利益 11万円

本資 資本的収入 9，5647]円

的 資本的支出 10，324万円

ヰ支又 差引 760万円

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額 760万円は、当年度分
損益勘定留保資金 760万円で補て
んした O

工業用本道事業会計

区分 科 目 金 害責

営業収益 949万円

~;Z 営業外収益 1，284万円

盃 計 2，233万円

がJ 営業費用 1，290万円

収 営業外費用 603万円

支 計 1，893万円

純利益 340万円

資本 資本的収入 3，757万円

的 資本的支出 4，454万円

収支 差 ヲ| 697万円

資本的収入額が資本的支出額に
不足する額 697万円は、当年度分
損益勘定摺保資金 454万円、及び
当年度利益剰余金処分額 243万円
で中市てんした O

①⑧⑧⑨⑮⑧⑮です

町民 1人当り 309，137円
を使いました。そのおもな
ものは次のとおりです。

農林水産業費

民生費

費

費

費

費

費

災害復旧費

その他 I 14，428円

{主E話帳佐観匿霊誌を組 一清)
"長孟L一一'"'"ン"11./..<:"1t士一ー寸土n士一E量DI耳 ι-~ 

罷嘉拶~c 役場会館なとマ主事妻
。小-中学校 l土地 3，171m' ;~哩F! け申
!土地 93，ωぱ l家屋 18，225m' :.;:，は
家屋 27，072m' .~_艦 a ー す
。公営住宅など ぷ毛~苧執'

(土地 102.297m' 0山林 20.4制

家屋 14，395m' 0公園 2，209m' 

Oその他の建物 0雑種地 4， 322m' 

6，855m' 0そのf也17，008m'

>>. 
長'" 費債 (58.5.31現在)

区 別 件数 現在額 1世帯当り額 1人当り額

自立 IZL ミ 計 186 33億5，914万円 86万7千円 26万8千円

1億7，560万円水道事業会計 14 4万5千円 1万4千円

簡易水道事業特別会計 21 1億、6，400万円 4万2千円 1万3千円

工業用水道事業会計 8 9，008万円 2万3千円 7千円

住宅新築資金等貸付事業持別会計 19 1{J意7，813万円 4万6千円 1万4千円

248 39億6，695万円 102万4千円 31万6千円
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家庭教育研究集会・国鉄の利用を

九
月
十
八
日
、
町
体
育
館
で

町
教
育
委
員
会
、
中
央
公
民
館

主
催
に
よ
る
第
二
国
家
庭
教
育

研
究
集
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
は
、
家
庭
に
お
け

る
両
親
、
特
に
父
親
の
あ
り
方

を
重
視
し
研
究
を
深
め
、
健
全

な
温
か
い
家
庭
a

つ
く
り
の
手
助

け
と
す
る
た
め
に
開
い
た
も
の

で
、
子
を
持
つ
両
親
や

P
T
A

会
員
、
家
庭
教
育
に
関
心
を
も

っ
人
々
お
よ
そ
三
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

三
井
教
育
長
の
開
会
あ
い
さ

つ
、
二
宮
町
長
の
来
賓
祝
辞
の

あ
と
、
「
私
の
父
親
像
」
を
テ
i

マ
に
、
喜
多
灘
小
の
井
上
勝
仁
く
ん
、

長
浜
小
の
竹
内
真
紀
さ
ん
、
長
浜
中
の

西
田
唯
志
く
ん
、
森
川
美
佐
子
さ
ん
、

長
浜
高
の
宮
元
信
行
く
ん
、
三
ッ
野
洋

子
さ
ん
の
六
人
が
意
見
発
表
を
行
い
ま

し
た
。こ
の
あ
と
「
父
親
は
何
を
や
る
べ
き

か
」
を
テ

l
マ
に
パ
ネ
ル
討
議
が
行
わ

れ
、
父
親
の
立
場
か
ら
活
発
な
意
見
が

だ
さ
れ
、
続
い
て
「
家
庭
教
育
と
父
親

の
役
割
」
と
題
し
て
、
村
上
義
雄
県
生

涯
学
習
推
進
講
師
に
よ
る
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
家
庭
教
育
研
究
集
会
宣
言

が
提
案
さ
れ
、
今
日
の
青
少
年
の
多
く

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
て
い
る
良
い
面

を
伸
ば
し
な
が
ら
、
人
間
と
し
て
豊
か

に
成
長
を
と
げ
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
一

部
に
は
非
行
が
増
加
す
る
傾
向
が
み
ら

れ
、
社
会
的
に
問
題
と
な
る
事
件
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

現
代
の
青
少
年
非
行
問
題
は
、
大
き

な
社
会
問
題
で
あ
り
、
特
に
過
保
護
の

甘
や
か
し
は
、
子
ど
も
自
身
を
不
幸
に

す
る
ば
か
り
で
な
く
、
町
の
将
来
、
ひ

い
て
は
国
の
将
来
を
も
危
う
く
す
る
憂

う
べ
き
現
象
で
す
。

こ
の
時
に
あ
た
っ
て
、
青
少
年
の
人

格
形
成
の
基
盤
で
あ
る
家
庭
教
育
の
充

実
強
化
を
図
り
、
温
か
い
家
庭
守
つ
く
り

を
推
め
る
た
め
、
次
の
こ
と
を
推
進
す

る
こ
と
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

①
家
庭
、
学
校
、
社
会
の
役
割
を
明

確
に
し
よ
う
。

②
き
ち
ん
と
し
か
れ
る
父
親
に
な
ろ

v
勺
ノ
。

③
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
ふ
れ
あ

お
う
。④
親
が
社
会
の
ル

I
ル
や
約
束
を
守

る
手
本
を
示
そ
う
。

⑤
関
係
な
い
と
い
わ
な
い
で
、
自
ら

考
え
、
身
近
な
こ
と
を
話
し
合
お
う
。

⑥
家
庭
の
生
活
文
化
の
伝
承
と
創
造

に
努
め
よ
う
。

⑦
家
庭
、
職
場
、
地
域
社
会
ど
の
あ

い
さ
つ
を
励
行
し
よ
う
。

九
月
十
二
日
、
町
体

育
館
で
秋
の
交
通
安
全

推
進
協
議
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
安
全
協
会
支

部
役
員
や
小
、
中
学
校

の
教
員
、
保
育
所
の
保

母
、
関
係
機
関
の
代
表

者
ら
お
よ
そ
七
十
人
が

集
ま
っ
て
、
秋
の
交
通

安
全
運
動
の
実
施
計
固

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し

た。
今
年
は
、
各
支
部
に

お
い
て
体
の
悪
い
老
人

な
ど
道
路
を
横
断
す
る
こ
と
が
危
な
い

人
を
中
心
に
指
導
す
る
こ
と
を
重
点
に
、

ま
た
、
九
月
二
十
二
日
上
老
松
の
桧
田

製
材
所
付
近
で
交
通
茶
屋
を
、
二
十
一

日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
十

日
間
は
農
協

選
果
場
前
材

木
置
場
で
交

通
番
所
を
開

設
し
ま
し
た
。

老人などの事故防止を
町交通安全推進協聞く

み
ん
な
で

国
鉄
の
利
用
を

海
岸
田
り
を
守
ろ
う

今
、
国
鉄
予
讃
本
線
海
岸
同
り
は
、

内
山
線
の
開
通
を
間
近
に
控
え
、
さ
ら

に
国
鉄
の
財
政
再
建
、
合
理
化
の
渦
中

に
あ
っ
て
、
そ
の
存
続
が
大
変
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
国
鉄
予
讃
本
線

海
岸
田
り
は
、
私
鉄
愛
媛
鉄
道
か
ら
国

鉄
に
移
管
さ
れ
て
以
来
、
今
日
ま
で
半

世
紀
に
わ
た
り
、
地
区
住
民
の
足
と
し

て
、
ま
た
産
業
、
経
済
、
文
化
、
社
会

の
す
べ
て
を
支
え
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
は
昭
和
四
十
二
年
内
山

線
を
国
鉄
の
工
事
線
に
編
入
し
、
十
七

年
間
そ
の
建
設
工
事
を
進
め
、
昭
和
五

十
九
年
度
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
山
線
が
開
通
す
る
と
、
現
路

線
の
海
岸
田
り
は
、
ロ
ー
カ
ル
化
さ
れ
、

さ
ら
に
減
便
と
な
っ
て
、
最
後
に
路
線

廃
止
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
大
洲
市
、
長
浜
町
、
双
海

町
、
保
内
町
の
一
市
三
町
で
は
、
国
鉄

予
讃
本
線
対
策
協
議
会
を
結
成
し
、
国
、

県
、
国
鉄
本
社
に
対
し
て
現
路
線
存
続

の
陳
情
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
路
線
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

陳
情
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
沿
線
住
民

が
一
丸
と
な
っ
て
存
続
運
動
を
展
開
し
、

同
時
に
国
鉄
利
用
の
実
績
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
、
国
鉄
予
讃
本
線
海
岸
田
り

を
守
る
た
め
に
次
の
こ
と
を
実
行
し
ま

し
よ
う
。

⑫
旅
行
は
地
元
駅
ヘ
申
し
込
み
ま
し
ょ

ヤ
寸
ノ
。

@
定
期
券
は
地
元
釈
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

@
切
符
は
地
一
疋
駅
で
往
復
切
符
を
買
い

ま
し
ょ
う
。

品
叩
お
互
い
に
汽
車
を
利
用
す
る
よ
う
努

め
ま
し
ょ
う
。

汽
車
は
安
全
な
乗
り
物
で
す
。
み
ん

な
こ
ぞ
っ
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。

加
入
手
続
き
は

済
み
ま
し
た
か

国

民

年

金

厚
生
年
金
の
加
入
や
、
や
め
る
子
続

き
は
会
社
で
し
て
く
れ
ま
す
が
、
国
民

年
金
は
本
人
が
市
町
村
役
場
で
子
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
で
、
会
社
を

退
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
手
続
き
を
国
民
年
金
係
で
し
て
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
と
、
今
ま

で
加
入
し
て
い
た
厚
生
年
金
な
ど
と
つ

な
が
っ
て
、
老
後
に
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度

(
老
齢
、
通
算
)
か
ら
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

も
し
、
加
入
し
な
い
で
い
る
と
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、

掛
け
た
保
険
料
も
掛
け
捨
て
と
な
っ
て
、

一
生
後
悔
す
る
ご
と
に
な
り
ま
す
。
老

後
の
生
活
設
計
を
大
切
に
す
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ

う
。
奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
け
れ
ば
、
ご
一
緒
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
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環
境
庁
の
地
下
水
汚
染
の
実
態
調
査

で
、
安
全
と
思
わ
れ
て
い
た
地
下
水
か
ら

殺
菌
剤
や
油
脂
、
染
料
な
ど
の
抽
出
剤

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
や
、
洗
浄
剤
と
し
て
広
く
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ

チ
レ
ン
な
ど
の
発
ガ
ン
物
質
の
疑
い
の

あ

る

有

害

化

学

物

質

が

検

出

さ

れ

ま

し

犬

の

放

し

飼

い

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

た

。

犬

は

つ

な

い

で

飼

い

、

他

人

に

迷

惑

を

こ

の

た

め

、

本

町

で

も

水

質

の

安

全

か

け

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

性

の

意

味

か

ら

、

地

下

水

を

水

源

と

し

捨

て

犬

は

絶

対

に

し

な

い

で

く

だ

さ

で

い

る

柴

上

水

道

と

二

箇

所

の

簡

易

水

い

。

捨

て

犬

は

、

恐

ろ

し

い

野

犬

の

も

道

に

つ

い

て

原

水

の

水

質

を

県

立

衛

生

と

に

な

り

ま

す

。

不

用

に

な

っ

た

犬

は

、

研

究

所

に

頼

ん

で

検

査

し

て

も

ら

い

ま

毎

月

第

四

火

曜

日

に

一

頭

五

百

円

で

買

4
帝

5
?
5
3
5
B
?
g
g
g
r
t
S
3
t
s
r
t
3
5も
も
》

g
F
5
5
3
0
3
8
0も
も
も
も
も
》

g
g
F
5
3
tも
も

3
r
r
r
t
3
0号、

都

島

h
y
こ
の
世
に
生
を
受
け
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
ま
さ
に
「
知
っ
て
い
る
う
か
と
悩
ん
だ
り
、
敬
老
会
で
踊
っ
た
り
し
ま
し
た
。
府

特

R
U
1
A
F
R
I
e撃
で
早
く
も
二
十
年
余
り
だ
け
で
行
動
し
な
け
れ
ば
、
知
ら
な
い
の
と
同
じ
で
こ
の
間
は
研
修
旅
行
に
も
参
加
し
て
、
人
そ
れ
ぞ
れ
尚

南
河

u
z喝の
歳

月

が

あ

る

」

と

い

う

言

葉

通

り

な

の

で

す

。

今

ま

で

た

く

の

考

え

方

、

ま

た

青

年

同

士

な

ら

で

は

の

心

の

触

れ

却

b
d
H
U
Q

電

ヴ

)

P

7

U

却

1

ー

た

ち

ま

し

ー

に

さ

ん

の

こ

と

を

学

ん

で

き

て

い

ま

ず

か

ら

、

考

え

る

合

い

な

ど

も

得

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

回

開
た
。
そ
の
問
、
た
だ
な
ん
と
な
く
惰
わ
知
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
の
で
す
が
、
い
ざ
行
動
に
移
私
た
ち
は
何
か
に
つ
け
て
人
に
よ
く
み
ら
れ
よ
う
出

町
性
で
生
き
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

o

i
を

i
-

と
か
、
美
し
く
み
せ
よ
う
と
い
う
外
観
に
と
ら
わ
れ
昭

一

未

来

へ

と

目

を

向

け

て

生

き

て

き

た

た

闘

轟

轟

轟

曹

撃

膨

子

員

が

ち

で

す

が

、

内

面

を

み

が

く

こ

と

が

大

切

で

す

。

一

で

と

も

あ

り

ま

す
o

け

れ

ど

も

確

実

る

分

鱗

鱒

ん

や

J
J
J
γ
一

恭

)

社

そ

の

た

め

に

は

、

よ

り

多

く

の

人

と

接

し

、

自

分

自

均

一

に

今

日

と

い

う

日

を

一

日

一

日

過

ご

自

鱒

麟

μrip--よ
い

職

自

身

を

知

る

こ

と

が

大

切

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

一

持

し

て

い

く

こ

と

が

大

切

で

は

な

い

で

な

し

盤

整

駐

」

川

岡

三

局

私

は

「

あ

の

人

の

よ

う

に

な

り

た

い

、

多

く

の

人

尚

一

し

よ

う

か

。

に

措

議

轟

響

¥r
宮

自

に

愛

さ

れ

た

い

」

と

常

々

願

っ

て

い

ま

す

が

、

喜

一

平
先
日
、
会
社
で
ビ
デ
オ
を
み
る
機

f
人

自

身

は

そ

の

た

め

に

何

を

し

て

き

た

の

で

し

ょ

う

か

o

伊

丹

会

が

あ

り

ま

し

た

。

内

容

は

見

て

い

ぜ

の

す

と

な

る

と

な

か

な

か

大

変

な

こ

と

で

す

。

私

た

ち

は

幸

せ

に

な

ろ

う

と

し

て

、

一

生

懸

命

努

市

②

ム

白

ノ

〈

、

表

向
て
も
わ
か
り
き
っ
た
こ
と
、
知
っ
て
い
左
十
多
最
近
、
行
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
青
年
団
活
動
に
力
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
努
力
し
て
い
る
時
が
一
番
問

問
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
「
実
ニ
て
も
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ソ
フ
幸
せ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
苦
し
く
て
駅

間
行
し
て
い
ま
す
か
?
行
動
に
移
し
て
い
ま
す
か
ト
ボ
l
ル
、
卓
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
は
も
と
よ
り
、
辛
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
こ
そ
精
一
向

吋

?

」

と

問

わ

れ

る

と

、

ほ

と

ん

ど

実

行

し

て

い

な

一

日

だ

け

の

練

習

で

、

や

っ

て

み

ょ

う

か

、

や

め

よ

杯

生

き

て

い

こ

う

と

思

い

ま

す

。

一

千

字
句
の
@
砂
ゆ
。
ゅ
の
伊

000伊ゆ
伊
ゆ
。
砂
伊
の
伊
ゆ
ゅ
の
。
。
。
。

vooovゆ
ゆ
ゆ

ψのψの明。
ゆ
ゆ
伊
の
伊
ゆ
切
の
伊
旬
。
砂
切
の

ψゆ伊ゆ
伊
の
伊
ゆ
ゅ
の
ゆ
ゆ
伊
旬
。
。
伊
の
伊
ゆ

ψ。。の
伊
の
伊
砂
明
。

ψゅ。の
ゆ
ゆ
ゆ
ゆ
刷
。
ゆ
砂
伊
の

ψの伊旬
。
町
ゆ
砂

ψゆ切の
伊
の

ψ00ゆゆ
ゆ
ゅ
の
切
の
ゅ
の
引
の
ゆ
的
一
泊

安
心

L
て
く
だ
さ
い

し
た
。こ
の
結
果
、
ど
の
原
水
に
も
有
害
な

化
学
物
質
は
検
出
さ
れ
ず
、
地
下
水
は

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
水
質
の
汚
れ
の
状
態
を

示
す
硝
酸
性
窒
素
や
そ
の
他
法
律
で
規

定
さ
れ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
水

質
基
準
に
つ
い
て
も
、
定
期
的
に
検
査

し
、
監
視
し
て
い
ま
す
ゐ
。

長
浜
の
飲
料
水
は
、
汚
染
さ
れ
て
い

な
い
き
れ
い
な
水
で
す
の
で
、
安
心
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

長
浜
の
地
下
水

発
ガ
ン
性
物
質
汚
染
な
し

青春万歳@お知らせ

道
路
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

臨
く
、
美
し
く
、
安
全
に

最
近
道
路
に
は
み
だ
し
て
物
が
並
べ

ら
れ
た
り
、
自
転
車
な
ど
を
と
め
て
交

通
に
支
障
を
き
た
す
ご
と
が
た
び
た
び

あ
り
ま
す
。

道
路
に
は
商
品
、
立
看
板
、
自
動
販
売

機
な
ど
を
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

道
路
に
自
転
車
な
ど
を
放
置
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
快
適
な
道
路
に
な
る
よ
う

心
掛
け
て
、
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
ヘ

犬
は
つ
な
い
で

飼
い
ま
し
ょ
う

い
上
げ
ま
す

か
ら
、
役
場

か
各
連
絡
所

ま
で
お
連
れ

く
だ
さ
い
。

最
近
、
道

路
や
公
園
で
犬
の
フ
ン
が
多
く
み
ら
れ
、

散
歩
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に

た
い
へ
ん
不
愉
快
な
思
い
を
か
け
て
い

ま
す
。
公
園
や
公
道
、
公
共
施
設
の
あ

る
所
は
、
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
場
所
で

す。
犬
が
フ
ン
を
し
た
場
合
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
か
新
聞
紙
を
持
参
し
て
、
必
ず
後
始

末
を
し
ま
し
ょ
う
。

漁
業
セ
ン
サ
ス
に

ご

協

力

を

農
林
水
産
省
で
は
、
十
一
月
一
日
現

在
で
第
七
次
漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し

ま
す
。こ
の
調
査
は
、
漁
業
に
関
す
る
国
勢

調
査
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
我
が
国
の

漁
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の

水
産
行
政
に
役
立
て
る
た
め
の
重
要
な

調
査
で
す
。

こ
の
た
め
、
調
査
員
が
お
宅
を
訪
ね

て
い
ろ
い
ろ
お
伺
い
し
ま
す
が
、
調
査

し
た
内
容
は
、
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ

ま
す
。
漁
業
関
係
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
社
会

あ
な
た
の
税
が

生
き
て
い
る

税
を
知
る
週
間

日
月
日
日

1
η
日

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
活

動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
か
ら
、

私
た
ち
が
生
活
の
向
上
と
安
定
を
願
う

限
り
、
ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
社
会
共
通
の
経
費
で
あ
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日

ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、
こ

の
期
間
中
「
こ
の
社
会
、
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
」
を
テ

1
7
に
様
々
な

行
事
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

大
洲
税
務
署
で
も
税
金
に
関
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
暮
ら
し
の
道
し
る
べ
」

や
「
国
税
の
し
お
り
」
を
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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ゴ
ミ
入
れ
の
徹
底
を

町
内
の
ゴ
ミ
集
荷
所
に
は
、
ど
こ
で

も
「
ピ
ン
」
「
カ
ン
」
と
か
か
れ
た
二

種
類
の
ド
ラ
ム
か
ん
が
置
い
て
あ
り
ま

す
。
カ
ン
は
プ
レ
ス
機
で
圧
縮
す
る
た

め
に
二
つ
の
入
れ
物
を
構
え
て
い
る
の

な
ら
、
「
カ
ン
」
と
「
カ
ン
以
外
の
物
」

と
に
分
け
、
も
っ
と
徹
底
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
。

A
7
の
ま
ま
で
よ
い
の
な
ら
、

「
不
燃
物
入
れ
」
と
で
も
し
た
ほ
う
が

合
理
的
に
思
わ
れ
ま
す
。

(
長
浜
・
藤
枝
廃
美
)

モニターつうしん@一歳ですコンニチハ・この人

釣
り
の
マ
ナ
ー

を
{
寸
っ
て

八
月
二
十
日
こ
ろ
で
し
た
か
、
大
和

橋
で
あ
じ
が
沢
山
釣
れ
で
、
い
つ
も
静

か
な
大
和
橋
付
近
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

夏
休
み
な
の
で
子
ど
も
た
ち
も
喜
ん
で
、

釣
り
に
い
っ
た
よ
う
で
す
。
橋
を
飛
び

こ
え
た
り
し
て
危
な
か
っ
た
り
、
翌
日
、

え
さ
の
残
り
が
散
乱
し
て
い
た
り
、
小

さ
な
魚
の
死
が
い
が
こ
ろ
が
っ
て
、
と

て
も
い
や
な
臭
い
が
し
て
い
ま
し
た
。

釣
り
の
マ
ナ
ー
も
忘
れ
な
い
で
欲
し
い

で
す
ね
。
(
上
老
松
・
後
藤
七
保
美
)

青
年
活
動
で

多
く
の
友
達
を

十
月
号
の
「
青
春
万
歳
」
の
記
事
で

H

若
者
の
い
な
い
町
は
発
展
し
な
い
N

と
い
う
の
は
、
も
っ
と
も
な
事
だ
と
思

い
ま
す
。
若
い
時
に
何
か
の
活
動
を
し

て
、
多
く
の
友
達
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
将
来
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
友

人
を
つ
く
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
」

(長浜)

57年10月20日生まれ
の
び
の
び
と
元
気
に
育
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
浩
志
と
名
づ

け
ま
し
た
。
四
世
代
と
い
う
大
家
族
の
中
で
育
っ
た
せ
い
か
、

人
見
知
り
し
な
く
て
、
誰
に
で
も
ご
一
ッ
コ
リ
H

の
愛
き
ょ

う
も
の
で
す
。
動
物
が
大
好
き
で
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

う
さ
ぎ
や
犬
を
見
に
い
く
お
散
歩
が
毎
日
の
楽
し
み
で
す
。
千

明
る
く
て
、
お
年
寄
り
を
い
た
わ
る
や
さ
し
い
子
に
育
っ
て
一

ほ

し

い

と

思

い

ま

す

。

す

(父

1
茂
さ
ん
訂
歳
・
母

1
美
穂
子
さ
ん

M
歳
)
十

菅野

と
い
う
事
を
学
ぶ
た
め
に
青
年
活
動
を

し
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

(
黒
田
・
細
川
邦
男
)

一
人
で
も
多
く

の
参
加
を

A
7
、
私
は
衛
生
課
保
健
婦
さ
ん
の
指

導
に
よ
る
「
母
親
学
級
」
に
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
私
に
と
っ

て
は
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
母
親
と
な
る
者
に
と
っ
て
は
、
と
て

も
役
立
つ
こ
と
ば
か
り
教
え
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

有
線
放
送
、
各
戸
配
布
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
ま
た
、
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
て
い
た

だ
く
な
ど
町
の
方
で
は
、
よ
く
周
知
宣

伝
し
て
も
ら
っ
て
い
る
の
に
、
出
席
者

が
少
な
く
て
と
て
も
残
念
で
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
が
、
町
の
開
催
す
る
行

事
に
出
席
す
れ
ば
い
い
の
に
な
と
思
い

ま

す

。

(

出

海

・

清

水

道

代

)

問
題
提
起
を
し
て

農
産
物
の
自
由
化
問
題
を
考
え
る
と

い
う
こ
と
で
十
月
号
で
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
私
た
ち
柑
橘
栽
培
農
家
に

と
っ
て
今
一
番
関
心
の
深
い
こ
と
は
オ

レ
ン
ジ
の
自
由
化
問
題
で
す
。

農
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
会
社
員
、

商
業
、
そ
の
他
各
層
の
方
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

の
問
題
提
起
と
も
な
り
、
た
い
へ
ん
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
農
業
問
題
だ
け
で
な
く
、
開

発
の
問
題
な
ど
幅
広
く
と
り
上
げ
て
、

み
ん
な
で
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

(
豊
茂
・
菊
地
良
武
)
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何{木、
口
角
炎
や
角
膜
炎

な

ど

の

原

因

に

ビ
タ
ミ
ン
砕
が
不
足

へるすあい・栄養素からみた食生活

ビ
タ
ミ
ン
口
町
の
働
き

糖
質
、
脂
質
、
タ
ン
パ
ク
質
は
、
体

の
中
で
分
解
さ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
生

し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
九
は
、
ご
の
工
、
不

ル
ギ

l
の
発
生
を
円
滑
に
進
め
る
働
き

を
も
っ
重
要
な
栄
養
素
で
す
。

不
足
す
る
と
ど
う
な
る
か

ビ
タ
ミ
ン
島
が
不
足
す
る
と
、
皮
膚

や
粘
膜
、
目
に
異
状
が
み
ら
れ
る
よ
う

一'ゐ
V
A
V
-
'
A
V
A
'
ι

秋
が
深
ま
り
、
多
少
の
寒
さ
も
加

わ
っ
て
く
る
と
、
羽
田
か
い
も
の
が
欲

し
く
な
り
ま
す
。
紅
葉
を
愛
(
め
)
で

な
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
一
杯
の
わ
酒
と

肴
(
さ
か
な
)
を
楽
し
む
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
酒
は
ご
存
知
の
よ
う
に
、
上
手

に
飲
め
ば
血
行
を
良
く
し
、

食
欲
を
増
進
し
、
眠
れ
な
い

人
に
は
寝
つ
き
を
良
く
し
て

く
れ
る
な
ど
、
様
々
な
利
点

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
最
近

は
、
日
本
人
に
肝
硬
変
や
ア
ル
コ

l

ル
中
毒
な
ど
、
飲

み
す
ぎ
の
害
が
ふ

え
て
い
ま
す
。

今
月
は
自
分
で

わ
か
る
H

ア
ル
中

診
断
法
H

を
ご
紹

'ゐ
V
A
V
-

用
創
山間

介
し
ま
す
の
で
、
早
い
う
ち
に
後
も
ど

り
す
る
た
め
の
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

第
一
期

①
飲
酒
が
社
交
の
手
段
と
し
て
で
は
な

く
目
的
そ
の
も
の
に
な
る
。

②
酷
町
(
め
い
て
い
)
回
数
が
ふ
え
る
。

③
飲
酒
が
精
神
衛
生
上
の
唯
一
の
手
段

ア

Yレ

中

診

断

飲
酒
が
社
交
の
手
段
で
な
く
目
的
に

と
な
る
。

④
飲
酒
が
身
体
的
に
も
社
会
的
に
も
破

壊
を
招
く
こ
と
を
知
り
な
が
ら
飲
む
。

第
二
期

①
自
分
の
無
責
任
さ
の
結
果
を
他
人
の

せ
い
に
す
る
。

②
神
経
的
に
い
つ
も
疲
れ
て
い
る
た
め

融
一掬/市

面
持
可
」
匠
+
Z
A

E
門
Y
 

す
。
牛
乳
、
レ
パ

l
、
縁
黄
色
野
菜
、

成
人
一
日
当
た
り
の
所
要
最
は
一
・

一
一
一
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の
量
を
満
た

す
に
は
、
前
に
挙
げ
た
食
品
の
ほ
か
に

法
癒
(
い
や
)
そ
う
と
し
て
定
期
的
に
酪

町
す
る
。

③
酔
う
の
に
必
要
な
酒
量
が
ふ
え
、

時
お
り
健
忘
を
生
じ
る
。

④
自
分
に
都
合
の
い
い
期
間
だ
け
酒

を
や
め
、
自
分
が
ア
ル
中
で
な
い
こ

と
を
し
き
り
に
証
明
し
よ
う
と
す
る
。

第
三
期

①
完
全
な
統
制
不
能
に

な
る
。

②
酒
量
は
か
え
っ
て
減

る。

③
身
体
的
障
害
が
重
症
で
、
生

き
る
た
め
に
飲
み
、
飲
む
た
め

に
生
き
る
状
態
。

④
社
会
的
影
響
が
で
る
(
転
職

等)。

葉一一茶一か
J
b見
J

一
料
金
生
活

に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
次
の
よ

う
な
病
気
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

嘩
口
角
炎
:
・
口
の
端
が
た
だ
れ
る

@
舌
炎
・
:
舌
が
た
だ
れ
る

申
結
膜
炎
-
白
目
や
ま
ぶ
た
の
裏
に
炎

症
が
起
こ
る

嘩
角
膜
炎
・
:
黒
白
に
炎
症
が
起
こ
る

こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
人

は
、
ビ
タ
ミ
ン
ロ
叫
ば
か
り
で
な
く
、
同

じ
ビ
タ
ミ
ン
の
一
種
で
あ
る
、
ナ
イ
ア

シ
ン
も
不
足
ぎ
み
で
す
。

ど
ん
な
食
品
に
含
ま
れ
る
か

ビ
タ
ミ
ン
ロ
印
を
多
く
含
む
食
品
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま

(
保
健
婦
・
一
宮
)

も
肉
や
魚
を
食
べ
て
ビ
タ
ミ
ン
民
を
補

給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
干
し
し
い
た
け
や
脱
脂
粉
乳

な
ど
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
食
品
に
も
多
量

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
肥
満
や
糖

尿
病
で
H

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
限
M

を
受
け

て
い
る
人
で
も
所
要
量
は
十
分
確
保
で

き
ま
す
。

摂
取
す
る
と
き
の
注
意

ビ
タ
ミ
ン
民
は
熱
に
は
比
較
的
強
い

栄
養
素
で
す
。
し
か
し
、
水
に
溶
け
る

性
質
が
あ
る
た
あ
、
調
理
の
段
階
で
失

わ
れ
や
す
い
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
必
要

量
が
増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

①
タ
ン
パ
ク
質
の
欠
乏
②
抗
生
物
質
の

使
用
③
ス
ト
レ
ス
の
増
加
④
深
酒
|
こ

れ
ら
の
場
合
以
外
に
も
、
糖
質
な
ど
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
多
く
と
っ
た
と
き
に
は
、

そ
れ
に
応
じ
て
必
要
量
が
増
加
し
ま
す
。

毎
日
の
生
活
を
見
直
し
て

糖
尿
病
患
者
が
増
加

患
者
数
二
百
万
人
と
い
わ
れ
る
糖
尿

病
は
、
ほ
う
っ
て
わ
く
と
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
を
併
発
す
る
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
十
一
月
七
日
か
ら
十
三
日
ま

で
は
「
糖
尿
病
週
間
」
。
糖
尿
病
に

か
か
ら
な
い
た
め
に
、
ま
ず
は
毎
日
の

生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ホ
ル
モ
ン
の
作
用
が

衰
え
る
糖
尿
病

〈
血
糖
が
尿
の
中
に
出
る
〉

血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
(
血
糖
)
を
、

体
の
組
識
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
送

り
込
む
|
こ
の
働
き
を
す
る
の
が
、
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
ホ
ル
モ
ン
で

す
。
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
は
、
す
い
臓
で
つ

く
ら
れ
ま
す
。

糖
尿
病
は
、
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
作
用

が
不
足
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
病

気
で
す
。

イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
作
用
が
不
足
す
る

と
、
血
糖
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
生
か

さ
れ
ず
、
過
剰
と
な
っ
た
血
糖
が
H

腎

臓
の
し
き
り
H

を
越
え
て
尿
の
中
に
出

て
き
ま
す
。

〈
二
十
代
の
患
者
も
増
加
)

食
事
の
と
り
す
ぎ
や
、
と
も
す
れ
ば

運
動
不
足
に
な
り
が
ち
な
生
活
パ
タ
ー

ン
が
糟
尿
病
を
招
く
と
い
わ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
は
中
高
年
に
多
い
病
気
で
す

が
、
最
近
で
は
十
代
や
二
十
代
の
若
い

人
に
も
糖
尿
病
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

予

防

法

糖
尿
病
は
、
遺
伝
的
な
素
質
を
も
っ

た
人
に
発
病
す
る
わ
け
で
す
が
、
生
活

環
境
の
中
で
誘
因

l
す
な
わ
ち
発
病
の

き
っ
か
け
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
避
け
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
予
防
法
と
し
て
次

の
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

。
カ
ロ
リ
ー
、
糖
質
、
タ
ン
パ
ク
質
、

ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
適
正
に

取
り
、
暴
飲
暴
食
を
避
け
る
な
ど
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
す
る
。

⑫
適
度
な
運
動
を
継
続
的
に
励
行
す
る

@
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
少
し
の
ス
ト
レ
ス
に
は
動

揺
し
な
い
H

精
神
力
U

を
養
う

あ
な
た
の
充
実
し
た
毎
日
は
、
病
気

を
予
防
し
、
病
気
を
克
服
す
る
た
め
の
、

正
し
い
知
識
と
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
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は

;ば

書た
埋け
閏

所ゴ

1歳

九
月
十
九
日
、

南
海
放
送
が
「
は

ば
た
け
三
歳
」
と

い
う
幼
児
期
家
庭

教
育
テ
レ
ビ
番
組

の
録
画
撮
り
を
乳

児
保
育
所
で
行
っ

た
。
上
老
松
の
矢

野
正
樹
く
ん
を
対

象
に
、
「
幼
児
と
し

せ
い
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
九
月
二

十
四
H
朝
七
時
四

十
五
分
か
ら
八
時

ま
で
放
映
さ
れ
た
。

出どった懇主
さ カずい 。言長千崖
れぞて生会の
たくの活がお
。そ、、要環開茶

く望境かので土也出に七二と意
となにれ間県区海は日十を見身

日をの
的交回
に換り
ム、し σコ

首一長
- 工ミ lこ
土ニ関
口 lす

lまうき
主立と
.'-JJ握に
土也十つ
区 2い
でごて

ユ口口口口口口口口口口口口口口口

身の回りの要望を
~お茶の間懇談会~

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て

1
出
海
小
鼓
笛
隊

l

びる事り用べてど通会入学行海
かこ放ややル、も指役と生つ小秋
けとか子おトシ参導員安五たのの
たをら供年の l加員や全十。鼓全
。呼守を寄着卜しな交協六小笛国

隊交
yうご i邑
交安
通全
安運
全動
をを
原買前
-~ (こ

でし
土也た
区九
内月
ノミ 一一今

レ寸
I t:f 
ド
を出

ルホ。@まちの先覚者

!) 

」与{k:o

口口口口口口口口口口口口口口口 C

子
守
つ
く
り
み
こ
し
で

i
沖
浦
a

仁
久
地
区
秋
祭
り
i

十
月
十
日
は
長
浜
の
秋
祭
り
。
沖
浦
の
湊
隼
人
さ
ん
が
、

三
年
前
か
ら
チ
供

の
誕
生
を
機
会
に
、

暇
を
み
つ
け
て
子

供
み
こ
し
を
作
り

始
め
、
こ
の
ほ
ど

完
成
、
沖
浦
の
愛

護
班
へ
寄
贈
し
た
。

ま
た
、
仁
久
地
区

で
は
寄
付
を
募
り
、

笹
田
建
設
が
製
作

し
て
、
宮
出
し
を

し
た
あ
と
町
内
を

練
り
歩
い
た
。

田

官
同

中

戒
川
の
先
覚
者
田
中
高
見

に
つ
い
て
は
、
次
の
弔
辞
が
す
べ
て

を
物
語
っ
て
い
る
の
で
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

貴
殿
は
査
神
山
麓
戒
川
の
地
に
、

父
福
治
郎
、
母
マ
ツ
ヨ
の
長
男
と
し

て
明
治
十
二
年
七
月
二
十
二
日
こ
の

世
に
生
を
う
け
ら
れ
、
家
に
あ
っ
て

は
七
男
二
女
の
良
き
父
と
な
り
、
外

に
あ
り
で
は
部
落
の
よ
き
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
立
た
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

長
ず
る
に
及
び
松
山
歩
兵
二
十
二
連

隊
に
入
隊
、
伍
長
に
昇
進
し
て
満
期

除
隊
明
治
四
十
二
年
台
湾
に
渡
り

巡
査
を
拝
命
、
蛮
人
討
伐
等
の
重
要

任
務
遂
行
中
病
に
擢
り
て
三
年
後
故

国
の
地
を
踏
ま
れ
て
以
来
、
寝
食
を

忘
れ
て
社
会
公
共
の
事
業
に
没
頭
せ

ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で

も
村
会
議
員
在
職
二
十
六
年
、
一
一
一
島

神
社
総
代
二
一
十
年
、
森
林
組
合
関
係

二
十
五
年
、
こ
の
外
大
正
三
年
間
鉱

の
戒
川
鉱
山
の
責
任
者
と
し
て
勤
務
、

関
係
す
る
山
林
原
野
等
の
売
買
折
衝

に
当
た
っ
て
は
常
に
適
切
な
処
置
を

と
ら
れ
、
両
者
円
満
な
る
解
決
を
図

り
、
労
務
者
の
信
頼
を
得
て
、
労
使

協
調
、
鉱
山
開
発
事
業
の
発
展
に
尽

く
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
又

大
正
十
一
年
こ
ろ
、
部
落
に
電

燈
設
備
誘
致
の
責
任
者
と
し
て
、

電
力
会
社
の
多
大
の
信
頼
を
受

け
ら
れ
、
手
成
線
よ
り
戒
川
部

落
引
込
み
に
成
功
さ
れ
、
以
来

部
落
全
般
に
わ
た
る
引
込
み
に

つ
い
て
多
大
な
尽
力
が
あ
っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
ロ

l
ソ
ク
、
ラ

ン
プ
か
ら
電
燈
の
時
代
に
変
っ

た
部
落
の
喜
び
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
次
に
特
に
白
滝
農

協
前
を
起
点
と
し
て
東
は
大
平
、
西
は

樫
谷
、
萩
坂
ま
で
全
戒
川
を
走
る
延
長

一
万
六
千
川
に
及
ぶ
林
道
は
、
貴
殿
が

ム
叩
を
か
け
寝
食
を
忘
れ
て
手
が
け
ら
れ

て
完
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
部
落

民
を
励
ま
し
、
上
田
組
合
長
と
県
に
陳

情
を
繰
り
返
し
、
身
を
粉
に
し
て
熱
と

真
を
も
っ
て
、
部
落
多
年
の
夢
で
あ
っ

た
こ
の
大
事
業
を
成
し
と
げ
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
こ
の
第
一
期
工

事
た
る
本
郷
部
落
に
通
じ
る
林
道
は
、

県
下
で
第
二
番
目
に
着
手
完
成
さ
れ
た

最
も
大
き
い
林
道
と
聞
き
及
ん
で
お
り

ま
す
。
:
:
:
中
略
:
:
:

以
上
の
大
事
業
が
美
し
い
実
を
結
ん

だ
こ
と
は
、
貴
殿
が
私
利
私
欲
に
走
ら

ず
、
純
情
一
途
の
人
で
あ
っ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
美
し
い
心
が
部
落
民

敬
愛
の
的
と
な
り
、
協
力
態
勢
を
作
る

原
因
と
も
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

A
7

氏
は
八
十
四
年
の
生
涯
を
と
じ
て
:
.... 

以
下
略
昭
和
三
ト
七
年
五
月
二
十
二
日
戒

川
部
落
代
表
町
議
会
議
員
後
藤
忠
雄

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)

見



9 

表
彰
中
小
卒
業

文
部
大
臣
表
彰

長
浜
町
体
育
協
会

住
民
の
健
康
"
つ
く
り
に
貢
献

長
浜
町
体
育
協
会
(
代
表
村
上
滋
則

さ
ん
)
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
振

興
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の

健
康
・
体
力
づ
く
り
に
貢
献
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
十
月
七
日
、
東
京
の
東

僚
会
館
で
瀬
戸
山
文
部
大
臣
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

晴
海
団
地
自
治
会
で
は
、
団
地
内
企

業
の
従
業
員
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

通
じ
て
、
親
睦
と
融
和
を
深
め
、
健
康

増
進
と
企
業
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
九
月
十
一
日
、
長
浜
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
一
一
回
晴
海
団
地
企
業

自
治
会

親
善
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル
大

会
が
聞

か
れ
ま

し
た
。大
会

に
は
九

チ

i
ム

百
十
七

人
が
参

昭
和
サ
ボ
ア
が
優
勝

晴
海
団
地
ソ
フ
ト
大
会

表彰。スポーツ@募集

加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

{
優
勝
]
昭
和
サ
ボ
ア
側
一
準
優
勝
}

自
岸
本
商
庖
士
一
位
}
側
西
国
興
産
、

帰
三
共
鉄
工
・
昭
和
サ
ボ
ア
側
工
務
部

{
優
秀
選
手
賞
一
立
国
政
則
(
昭
和
サ

ボ
ア
柑
)
{
敢
闘
賞
}
(
〈
口
節
子
(
愛
媛
ヤ

ン
マ

1
側
長
浜
支
庖
)

{

E

か
わ
い
か
っ
た

で
賞
一
平
井
麻
子
(
胤
岸
本
商
庖
)

大
+チ和
ケ lク
fム
警が西
す優田
夕日券

七
月
十
一
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
ま

で
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
長
浜
体
協
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
後
期
リ
i
グ
四
十
五

試
合
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。大
和
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
と
西
国
チ
i
ム

が
優
勝
を
分
け
あ
い
、
大
和
ク
は
前
後

期
連
続
優
勝
し
ま
し
た
。

順
位
は
次
の
通
り
。

①
大
和
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
8
勝
1
敗
①

西
国
チ
l
ム
8
勝
1
敗
③
フ
ェ
ニ

y
ク

ス
5
勝
4
敗
④
フ
ァ
イ
ヤ
l
ズ
5
勝
4

敗
⑤
岸
本
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ

5
勝
4
敗
⑥

豊
茂
フ
ァ
イ
タ
l
ズ
5
勝
4
敗
⑦
一
一
ギ

ュ
l
ズ
4
勝
4
敗
1
分
け
⑧
フ
ィ
ッ
シ

ャ
i
ズ
2
勝
6
敗
1
分
け
⑨
ニ
ュ
ー
ス

タ
l
2
勝
7
敗
⑩
商
工
会
青
年
部
0
勝

9
敗

ク

セ占 巷孟
7哩凸 Jハ丙
'-'ツ」主‘喜R

結八??苓
善要企ム
内市遺品
害事管 2土

詰E震
かで円斗ノJ

れ
、
一
般
、
老
年
一
部
・
二
部
あ
わ
せ

て
三
十
一
チ
l
ム
が
参
加
し
て
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
の
部
に
参
加
し
た
長
浜
チ
l
ム

(
島
田
梅
次
郎
さ
ん
、
綿
木
玉
男
さ
ん
、

間
藤
熊
衛
さ
ん
)
が
堂
々
と
優
勝
、
ま

た
老
年
一
部
に
出
場
し
た
長
浜
チ
l
ム

(
菊
地
与
J

二
衛
さ
ん
、
武
内
親
さ
ん
、
鎌

田
春
子
さ
ん
)
は
て
一
位
に
入
り
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

一
一
般
の
部
一
一
回
戦

l
長
浜
幻

i
M

八
幡
浜
E
マ
準
決
勝

l
長
浜
口
|
日
宇

和
寿
マ
決
勝
H
H
長
浜
m
l
日
八
幡
浜
F

{
老
年
一
部
}
一
回
戦

l
長
浜
幻
|
9

明
浜
高
浜
マ
準
決
勝
U

大
洲
新
谷
m
l

日
長
浜職

業
訓
練
学
生

香
川
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
は
、
国

(
労
働
省
所
管
・
雇
用
促
進
事
業
団
)

が
設
置
し
た
二
年
制
(
昼
間
課
程
)
の

工
科
系
短
大
で
、
地
域
産
業
界
に
必
要

な
知
識
、
技
術
、
技
能
を
有
し
、
技
術
革

新
に
対
応
で
き
る
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
・
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
養
成
し
ま
す
。

{
募
集
人
員
}
生
産
機
械
科
、
金
属
成

形
科
、
自
動
車
科
、
建
築
科
各
二
十
人

{
応
募
資
格
}
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

者
(
昭
和
五
十
九
年
三
月
卒
業
見
込
み

の
者
を
含
む
)
ま
た
は
ご
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

{
願
書
受
付
}
昭
和
五
十
九
年
一
月
二

十
三
日
(
月

)
1
二
月
十
三
日
(
月
)

一
試
験
日
]
一
一
月
二
十
二
日
(
水
)

一
試
験
科
目
一
数
学

I
圃

H
B
、
英
語
、

お
よ
び
物
理

I
ま
た
は
化
学
ー
か
ら
一

科
目
選
択

一
試
験
地
}
本
校
、
徳
島
、
松
山
、
高

知
、
福
岡

一
受
験
料
等
]
受
験
料
一
万
一
千
円
、

入
学
金
不
要
、
度
業
料
年
額
十
♂
一
万
二

千
円募
集
要
項
は
、
学
生
課
へ
郵
送
料
二

百
四
十
円
切
手
を
同
封
し
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

千
加
香
川
県
丸
亀
市
郡
家
町
三
一
一

O

二
番
地

8
0八
七
七
二

l
四
l
六
二

九
O

香
川
職
業
訓
練
短
期
大
学
校
学

生
課
宛

あ
な
た
に
も
チ
ャ
ン
ス
が
グ

香川

テ
ー
マ
「
祭
り
」
「
食
べ
る
」

よ
み
う
り
写
真
大
賞

カ
メ
ラ
を
持
つ
人
だ
れ
も
が
参
加
で

き
る
「
第
五
回
よ
み
う
り
写
真
大
賞
」

五
十
八
年
後
期
の
テ
l
マ
が
、
成
人
の

部
「
祭
り
」
、
小
園
中
・
高
校
生
の
部
「
食

べ
る
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
報
道
写
真

部
門
と
と
も
に
、
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
プ
口
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を
問
わ
ず
、

日
ご
ろ
の
身
近
な
生
活
の
中
で
と
ら
え

た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
、
ふ
る
っ
て
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ
部
門
応
募
規
定

{
成
人
の
部

1
題
材
・
祭
り
}

祭
り
に
も
、
全
国
に
知
ら
れ
た
大
き

な
も
の
か
ら
、
ひ
っ
そ
り
と
地
域
に
受

け
継
が
れ
て
い
る
鎮
守
の
祭
り
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す
。
祝
賀
行
事
や
文

化
祭
、
メ
ー
デ
ー
は
今
日
的
な
わ
祭
り

で
し
ょ
う
。
祭
り
を
通
し
て
、
人
間
の

ふ
れ
合
い
を
と
ら
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
小
・
中
・
高
校
生
の
部

1
題
材
・
食
べ

る
}
「
食
生
活
」
は
、
そ
の
ま
ま
私
た
ち

の
日
常
風
景
で
も
あ
り
ま
す
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
食
事
や
外
食
、
被
写
体
を
動

物
に
ま
で
広
げ
て
み
る
の
も
結
構
で
し

ょ
う
。
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
は
、
だ

れ
も
が
持
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、

一
枚
写
真
で
ね
ら
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

{
締
め
切
り
一
昭
和
田
年
日
月
初
日

{
入
賞
発
表
一
昭
和
田
年
1
月
の
読
売

新
聞
紙
上

{
作
品
サ
イ
ズ
一
サ
ー
ビ
ス
サ
イ
ズ
以

上
回
ッ
切
り
ま
で
。
ス
ラ
イ
ド
も
可
。

組
み
写
真
の
場
合
は
五
枚
以
内
と
し
、

作
品
は
台
紙
に
は
ら
ず
、
テ
ー
プ
で
つ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
応
募
枚
数
は
自
由

で
、
海
外
作
品
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
も
受
け
て
み
ま
せ
ん
か

特
殊
無
線
技
士
講
習
会

特
殊
無
線
技
士
(
無
線
電
話
乙
)
の
養

成
講
習
会
が
次
の
日
程
で
聞
か
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
善
成
課
程
の
種
別
}
特
殊
無
線
技
士

(
無
線
電
話
乙
)

一
講
習
期
間
一
昭
和
田
年
日
月
幻
日
か

ら
日
月
幻
日
ま
で
(
毎
日
午
前
九
時
か

ら
四
時
十
分
ま
で
)

一
講
習
会
場
}
松
山
市
愛
光
町
一

l
二

十
四
え
ひ
め
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー

一
所
要
経
費
一
講
習
料
二
万
二
千
円
、

免
許
申
請
関
係
千
百
円

受
講
者
は
、
開
講
当
日
次
の
書
類
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

。
住
民
票
ま
た
は
戸
籍
抄
本
の
写
し
一

通
O
診
断
書
一
通
O
写
真
三
枚
O
印
鑑

O
筆
記
用
具
お
よ
び
ノ

l
ト
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視
力
障
害
者
や
聴
覚
障
害
者
の
福
祉

に
坦
解
と
熱
意
を
も
っ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
要
約
筆
記
奉
仕

員
獲
成
講
習
会
を
次
の
日
程
で
開
き
ま

す。
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
十
一
月
十

一
日
ま
で
に
八
幡
浜
地
方
局
へ
申
込
書

を
提
出
し
て
下
さ
い
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
県
の
地
方
局

保
護
訳
、
各
福
祉
事
務
所
、
愛
媛
県
盲

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
愛
媛
県
ろ
う
あ
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

{
講
習
会
場
}
八
幡
浜
市
広
瀬
二
丁
け

一
|
十
三
八
幡
浜
市
総
合
福
祉
文
化

府岸本印刷

ゑ
努
γ
/

謡
界
第
混
ゑ
後
努

あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成

リpm叩nHr 
rい
」
「昭和58年11月1日発行(毎月 1日発行)

一寸

電話機の

買い取り制

害A霊安

昭和58年11月号広報ながはま

セ
ン
タ
ー

一
講
習
日
時
一
十
一
月
十
九
日
、
卜
-

月
三
十
六
日
、
十
一
一
月
一
二
日
、
十
二
月

十
日
、
卜
二
月
十
七
日
い
ず
れ
も
一

時

1
一一一時

一
申
込
先
}
八
幡
浜
市
松
柏
一
一

O
一

八
幡
浜
地
方
局
保
護
課
宮

O
八
九
山

i一一一一

l
四
-
-
一

一
申
込
期
日
}
十
一
月
十
一
け

寄
付
課
納

O
松
山
市
溝
辺
町
の
池
田
静
雄
さ
ん
:
・

田
一
四
八
平
方
け
一
一
豊
茂
字
コ
シ
ョ

ウ
ジ
ャ
ク
甲
五
一
一
一
二
番
一
一
一
)
を
町
へ
0

0
出
海
九
二

R
の
山
内
省
三
さ
ん
(
四
七
)

・
:
万
国
旗
(
三
千
円
)
を
山
山
海
保
育

所
ヘ
。

親子電話・ホーム

テレホンD.ピジネ

スホンがあ、買Lピ取り

で、きるようになりま

した。

お買い取りいただ

いた電話機は、月々

の使!日半、|が不要とごと

り、 f~'佐米のレンタル

市1Iより割安 Pす。

{}e予長浜電報電話J，，}

TEL2-0()()0 (無料)

I
J
、J
V
1
d
)《
d
d
1名
4
4叫
4
活
t
{
i
J
A
i
d 喝を〉

語、長1ki
)役

場
届
出
分

ノ「ヘ、

宇公t中f主:
山
市浦所

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

大

下

定

男

(

川

八

)

宇
都
広
弘
子
(
二
一
九
)

(10月1日f児ヂu

2古手

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

仁

久

柳

生

知

秀

一

一

男

秀

人

沖

浦

後

藤

典

政

-

一

女

ち

と

せ

白

滝

田

中

宏

幸

二

男

責

須

沢

西

岡

敏

博

二

男

静

樹

黒

岡

武

川

広

見

長

男

忠

沖

浦

諸

上

占

勝

二

女

奈

緒

美

山
滝
清
水
登
志
男
(
今
女
理
由
一
皮

下

須

戒

大

石

定

長

女

持

加

下

須

戒

株

弘

典

長

女

川

奈

牧

下

須

戒

藤

田

勝

長

女

久

美

地域別人口@世帯数下
須
成

長

浜

上
老
松

長

浜

豊

茂

出

海

長

浜

小藤 i度 1%hX:綿同
川井漫崎川木本

ヨグニヤ
久公 シ F アミ主主品、、+

ー?て者念ノ )vコ者見

(
八
一
二

(
八
一
一
)

(
七
九
)

(九
U
J

(
八
一
ム
一

(
七
二
)

お
く
や
み

{て f主

9
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

久

門

出

岩

山

一

八

5

一)

;;2 

収穫の秋を迎えて感あり。

終戦直後、万劫末代最低の地

{立にHんじなければ<よらない
とあきらめていた耕作農民が

一躍社会の最と層に位したυ

食糧という生殺与奪の武器を

握っている l二、民主主義とい

う自由な思想と農地開放とい

う予想、もしなかった旧来の榔 4 

(かせ)を取り除かれたのだか

らむ大尽になるのが当然A 時

l二江主民出の議員諸公の座興話

「これから百姓が天下を取れ

ると足、 3か?J Iいやそれは
取れまいJ IなぜだJ I百姓
というものは鈍感性があるか

らなJ.A事実はこの話的結論
の通りとなった。主屯!~I生とは

何だろう? それは農民が)~，、

鈍であるという意同、で;まない。

そのことが多少は含まれてい 4

るとしても、第一義的には作

物は普通年一 lii]しか収柊でき

ないという三どだ。樹木農業

となれば民向の生産までに数

q三をf寺たねばならぬ。宇本業と
く主れば人間一代に一度か、 せ

いぜ、いーミ度の生産。即ち生丘

性に鈍感性があるということ

だA ところが今、日本の人々

は手作りだとか季節感あふれ

る草地栽培物を珍重す心気風

か!ぶまりっすJある。鈍感性に

士寸ーする扶FだiでFあろうか、 それ

とも鈍l必l笠の価いを児っけん

のでよれろうか。

「
明
る
く
殺
か
な
心
を
養
う
文
化
祭
」

を
テ
ー
マ
仁
、
今
年
も
十
一
月
四
H
か
ら

六
日
ま
で
の
三
日
間
、
第
ト
同
生
活
文

化
祭
が
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
す
。

生
活
の
小
で
何
か
ひ
と
つ
趣
味
を
も

っ
て
、
心
の
計
か
さ
と
う
る
お
い
を
求

め
、
こ
の
よ
う
な
文
牝
祭
を
機
会
に
、

連
帯
意
識
を
古
川
め
、
私
た
ち
の
ま
わ
り

の
文
化
の
振
興
を
図
り
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
各
地
区
で
は
秋
祭
り
が
催
さ

れ
、
地
域
の
コ
ミ
L

一
一
テ
ィ
の
意
識
を

高
め
る
絶
好
の
機
会
だ
と
忠
い
ま
す
c

み
ん
な
で
地
域
の
よ
さ
を
見
直
し
て
、

古
き
よ
き
包
統
合
引
き
継
、
豆
、
住
み
よ

い
町
つ
く
り
に
役
立
っ
て
欲
し
い
も
の

で
す
ね
じ

皆
さ
ん
、
食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の

軟
で
す
。
健
康
、
体
力
づ
く
り
に
励
み

ま
し
ょ
W
7仁


